Edwards and Bell ガクセツ ニ オケル カレント コスト カイケイ ノ イギ カヘイ フロー ハンエイ シコウ ト ケイエイ ソンエキ by 松下 真也 et al.
松 山 大 学 論 集
第 25 巻 第 5 号 抜 刷
2013 年 12 月 発 行
Edwards and Bell 学説における
カレント・コスト会計の意義
――貨幣フロー反映志向と経営損益――
松 下 真 也
Edwards and Bell 学説における
カレント・コスト会計の意義
――貨幣フロー反映志向と経営損益――
松 下 真 也
1．問 題 意 識
1961年，Edwards and Bellは，The Theory and Measurement of Business Income
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替原価会計（replacement costs）に基づく損益）は，Edwards and Bellによって
最初に提唱されたものであるが，その他の人々によっても支持されており，そ
の中には，それを貨幣的損益（money income）として記述することを好む者も









































































































帰 属 主 体


















い。これについて，Edwards and Bellは「経営利益（business profit）は，一会
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